
様
の
形
に
な
る
は
ず
で

す
。ま

た
、｢

第
六
地
区
は

広
す
ぎ
て
希
望
が
出
せ
な

い｣

と
い
う
意
見
に
代
表

活
動
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
で

さ
れ
る
よ
う
に
、
従
来
は

あ
る
こ
と
や
、
校
長
申
し
出

３
つ
の
地
区
に
分
か
れ
て

に
よ
る
同
一
校
の
長
期
間
勤

い
た
学
校
を
ま
と
め
て
１

続
と
の
関
係
で
不
公
平
感
を

つ
の
地
区
と
し
て
扱
う
こ

い
っ
そ
う
高
め
る
問
題
を
追

と
に
は
無
理
が
あ
り
ま
す

及
す
る
予
定
で
す
。

か
ら
、
従
来
の
地
区
ご
と

第
六
地
区
の
新
設
に
つ
い

に
区
分
し
て
扱
う
こ
と
を

て
は
、｢

か
つ
て
の
Ａ
Ｂ
Ｃ

求
め
ま
す
。

地
区
制
に
準
じ
た
制
度
に
戻

そ
し
て
、
今
回
地
区
が

す
こ
と｣

と
い
う
、
従
来
か

変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

ら
の
高
教
組
の
要
求
に
近
づ

第
六
地
区
と
東
彼
杵
地
区

く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
意
見

に
つ
い
て
は
、
こ
の
変
更

集
約
で
も
反
対
の
意
見
は
出

に
よ
っ
て
不
利
に
な
る
人

ま
た
、
「
第
六
地
区
は
広

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

が
出
な
い
よ
う
に
、
地
区

す
ぎ
る
の
で
、
区
分
し
な
け

是
認
し
な
が
ら
、
県
教
委
の

の
扱
い
を
本
人
の
希
望
に

第
六
地
区
の
新
設
そ
の
も

れ
ば
異
動
希
望
は
出
せ
な

言
う｢

不
平
等
感｣

を
解
消
す

よ
っ
て
決
め
る
こ
と
を
求

の
に
反
対
す
る
意
見
は
あ
り

い｣

と
い
う
意
見
も
多
数
あ

る
た
め
に
は
、
異
動
先
と
し

め
ま
す
。

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
県
教
委

り
ま
し
た
。

て
希
望
が
少
な
い
学
校
に
つ
い

さ
ら
に
、
経
過
措
置
に

ま
た
、「
４
年
で
異
動｣

の

案
で
は
第
六
地
区
に
行
く
人

て
は
、
み
ん
な
で
平
等
に
分

つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も

問
題
と
特
定
の
教
職
員
が
同

は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と

高
教
組
は
、
上
記
の
よ
う

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

担
す
べ
き
と
い
う
観
点
で
、

｢

Ａ
Ｂ
Ｃ
地
区
制｣

か
ら
の

一
校
に
長
期
間
勤
務
し
て
い

し
て
、
速
報
で
示
し
た
執
行

な
現
場
か
ら
の
意
見
と
、
代

高
校
の
異
動
方
針
等
の
改

同
じ
く
希
望
が
少
な
い
第
五

変
更
の
際
と
同
様
に
す
る

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
中
で

る
問
題
を
関
連
さ
せ
て
批
判

委
員
会
案
に
あ
る
よ
う
に
第

表
者
会
や
支
部
で
の
分
会
長

定
に
つ
い
て
は
、
最
も
意
見

地
区
と
合
わ
せ
て
、
い
ず
れ

こ
と
を
求
め
ま
す
。

最
も
多
か
っ
た
の
は
、
高
校

す
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

五
地
区
か
第
六
地
区
を
義
務

会
議
な
ど
で
の
討
議
を
受
け

が
多
か
っ
た
、｢

異
動
対
象

か
に
勤
務
す
る
こ
と
を
原
則

障
害
児
学
校
の
異
動
方

に
つ
い
て
、
異
動
対
象
者
を

○
４
年
で
転
勤
は
短
い
。
２

づ
け
る
こ
と
に
賛
成
す
る
意

県
教
委
の｢

改
定
案｣

で

て
、
８
月
１
日
に
開
催
し
た

は
同
一
校
６
年
以
上
を
維
持

と
し
、
勤
務
す
べ
き
地
区
の

針
等
の
変
更
に
つ
い
て

｢

同
一
校
勤
続
６
年
以
上｣

か

サ
イ
ク
ル(

６
年)

は
必
要
。

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。(

少

は
、
新
し
い
第
六
地
区
と
東

第

回
執
行
委
員
会
で
、
人

す
る
こ
と｣

を
第
一
項
目
と

数
は
３
地
区
の
ま
ま
と
す
る

は
、
現
場
か
ら
の
反
対
意

10

ら
、
第
四
地
区
以
外
の
地
区

転
勤
し
た
ら
す
ぐ
に
次
の
転

数
で
す
が
、
義
務
づ
け
反
対

彼
杵
地
区
が
、
従
来
の
地
区

事
異
動
方
針｢

改
定
案｣

に
対

し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。
交
渉

こ
と
を
求
め
ま
す
。
こ
れ
が

見
も
特
に
な
か
っ
た
の

に
つ
い
て
は｢

４
年
以
上｣

と

勤
先
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た)

か
ら
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な

す
る
高
教
組
と
し
て
の
要
求

で
は
、｢

４
年
で
異
動
対
象｣

実
現
す
れ
ば
、か
つ
て
の｢

Ａ

で
、
機
械
的
な
運
用
を
し

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
反
対

な
い
よ
う
な
状
態
で
は
落
ち

○
第
六
地
区
の
希
望
者
を
増

り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
に
よ

事
項
を
別
掲
の
と
お
り
と
す

と
す
る
こ
と
が
高
校
の
教
育

Ｂ
Ｃ
地
区
制｣

と
、
ほ
ぼ
同

な
い
こ
と
を
求
め
ま
す
。

意
見
で
し
た
。
代
表
的
な
意

着
い
て
仕
事
は
で
き
な
い
。

や
し
た
い
と
言
っ
て
も
、
そ

っ
て
不
利
益
を
被
る
人
が
出

見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
方
で
、
校
長
判
断
に
よ
っ

う
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
一

な
い
よ
う
に
求
め
る
意
見
が

ざ
る
を
え
な
く

○｢

４
年
で
異
動｣

で
は
短
す

て
長
年
同
じ
学
校
に
勤
務
し

・
二
・
三
・
四
地
区
で
済
ま

多
数
あ
り
ま
し
た
。

な
っ
た
り
、
家

ぎ
て
生
徒
と
の
関
係
に
も
大

て
い
る
人
も
い
る
。
上
限
も

せ
て
五
・
六
に
行
か
な
い
人

○
東
彼
杵
地
区
の
学
校
に
長

族
の
転
校
を
余

き
な
影
響
を
与
え
る
。
教
職

設
け
な
け
れ
ば
不
公
平
感
は

が
増
え
る
だ
ろ
う
。
不
平
等

く
勤
務
し
た
人
で
、
第
三
地

儀
な
く
さ
れ
る

員
も
腰
を
据
え
て
仕
事
が
で

な
く
な
ら
な
い
。

だ
と
思
う
。(

代
・
女
性)

区
に
な
る
と
困
る
人
が
い

場
合
も
あ
っ
た
。

50

き
な
い
。

(

代
・
女
性)

(

代
・
女
性)

○
第
六
地
区
に
は
必
ず
行
く

る
。
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う

こ
れ
ま
で
の
方

50

40

○
４
年
で
異
動
に
し
て
し
ま

○
校
長
申
し
出
に
よ
る
６
年

事
に
し
な
け
れ
ば
、
や
は
り

に
し
て
ほ
し
い
。

針
に
素
直
に
従

え
ば
、
長
期
的
な
指
導
が
し

以
上
勤
続
制
度
を
維
持
し
た

行
く
人
は
少
な
い
と
思
う
。

(

代
・
女
性)

っ
た
人
間
が
損

40

に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
ま
で
は
今
回
の
弊
害
は
予

(

代
・
男
性)

○
制
度
が
変
更
に
な
る
こ
と

を
す
る
こ
と
が

40

（

代
・
男
性
）

想
さ
れ
て
い
し
、
今
後
も
い

○
離
島
・
郡
部
・
市
内
に
必

に
よ
っ
て
新
た
な
異
動
の
必

な
い
よ
う
に
し

30

○
生
徒
あ
っ
て
の
学
校
な
の

ず
れ
行
き
詰
ま
っ
て
変
更
に

ず
勤
務
す
る
よ
う
な
方
針
が

要
が
生
ま
れ
る
。
そ
も
そ
も

て
も
ら
い
た
い
。

だ
か
ら
、
担
任
が
２
サ
イ
ク

な
る
と
思
う
。
特
定
の
人
物

平
等
で
あ
り
、
様
々
な
生
徒

周
辺
部
に
人
気
が
無
く
不
公

(

代
・
男
性)

40

ル
で
き
る
年
数
、
あ
る
い
は

達
が
同
一
校
に

年
以
上
も

と
接
す
る
こ
と
で
教
員
と
し

平
感
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
十

10

部
活
動
等
の
継
続
性
が
保
障

居
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
制

て
の
ス
キ
ル
も
上
が
る
と
思

分
想
定
で
き
た
こ
と
。
前
回

さ
れ
る
べ
き
だ
。

度
の
見
直
し
が
先
で
は
な
い

う
。

(

代
・
男
性)

改
正
さ
れ
た
方
針
に
従
っ
て

50

(

代
・
男
性)

か
。

(

代
・
男
性)

他
地
区
へ
異
動
希
望
を
出
さ

50

50

◇高教組の要求事項◇

＜高校について＞

１．異動対象となる同一校勤続年数（各地

区経験の満了年数）は6年を維持すること。

２．第五地区または第六地区のいずれかで

の勤務を義務づけ、経験すべき地区の数

は3地区のままとすること。

３．｢第六地区｣については、現行の地区区

分に合わせて｢六の１｣「六の２」「六の３」

に区分して扱うこと。

４．今回地区が変更される学校での勤務経

験については、今年度の在勤者までは、

変更後の地区で扱うか、現行の地区で扱

うかは、本人の希望で決められるように

すること。

５．経過措置として、現行方針で｢3地区満

了｣の教職員については、年齢を問わず、

新方針での原則を適用しないこと。

もし、年齢による経過措置とする場合

は、現行方針移行への際の経過措置と同

様に、対象年齢以外の場合も異動先を考

慮すること。

＜障害児学校について＞

第四地区への異動については、異動方

針を機械的に適用することなく、本人の

意向やかかえている状況を十分に配慮す

ること。

◇県教委が示した｢改定案｣◇

＜高校について＞

１．第六地区を新設する。第六地区は、西海

市･松浦市･平戸市･南島原市の高校とする。

【具体的な学校名】

大崎・西彼杵・西彼農業・猶興館・平戸

・北松農業・松浦・口加・島原翔南

２．在任期間中に｢3地区以上(第四地区を含

む)｣の勤務を経験するものとするを、｢4地

区以上(第四地区を含む)｣に変更する。

３．異動対象者を｢同一校勤続6年以上｣から｢同

一校4年以上、ただし、第四地区は6年以上｣

に変更する。

４．東彼杵地区(川棚･波佐見)を第二地区から

第三地区に移す。

＜障害児学校について＞

１．しま地区の学校の特例を設ける

①しま地区4年勤務で第四地区満了とみなす。

②職員室が異なる分教室であれば、夫婦を配

置することができることとする。（具体的

には、壱岐と五島のそれぞれ２つの分教室）

２．北松分教室、みさかえ分校、南串山分教

室、西彼杵分教室(2016年度開設)について

は、地区間異動の場合のみ、第四地区への

異動とみなす。

県
教
委
の
人
事
異
動
方
針｢
改
定
案｣

に
つ
い
て
の
現
場
か
ら
の
意
見
集
約

「
４
年
で
転
勤
は
短
い
。
落
ち
着
い
て
仕
事
が
で
き
な
い
」
「
第
六
地
区
に
分
け
て

も
、
希
望
者
が
少
な
い
現
状
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
等
の
意
見
が
多
数

高
教
組
は
、
県
教
委
が
提
示
し
た
人
事
異
動
方
針｢

改

定
案｣

(

具
体
的
な
内
容
は
別
掲)

に
つ
い
て
、
７
月

日
23

付
け
で
高
教
組
速
報(

高
校
版
と
障
害
児
学
校
版)

を
発
行

し
て
学
校
現
場
の
教
職
員
に
情
宣
す
る
と
と
も
に
、
未
組

合
員
も
含
め
て
、
県
教
委
の｢

改
定
案｣

に
つ
い
て
の
意
見

を
集
約
し
ま
し
た
。
８
月
１
日
ま
で
に
集
約
さ
れ
た
意
見

の
中
で
、
代
表
的
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

現
場
か
ら
集
約
さ
れ
た
意
見
等
を
参
考
に

高
教
組
と
し
て
の
要
求
事
項
を
確
定

…
第

回
執
行
委
員
会

10

４
年
で
転
勤
は
短
い

県
教
委
案
で
は
第
六

地
区
に
行
く
人
は
少

な
い

地
区
が
変
更
に
な
る

学
校
の
地
区
の
扱
い

は
柔
軟
に
す
べ
き
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高
教
組
が
参
加
し
て
い

百
九
十
カ
国

７
月

日
、
最
低
賃
金

中
央
行
動
で
は
、

時
か

る｢

非
核
の
政
府
を
求
め

が
加
盟
し
て

25

11

引
き
上
げ
額
の
目
安
を
答
申

ら
、
人
事
院
に
対
し
て
「
公

る
長
崎
県
民
の
会｣

の
総

お
り
、
「
核
兵

す
る
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

務
員
の
賃
下
げ
勧
告
を
す
る

会
が
、
七
月
十
七
日
（
木
）

器
国
」
（
米
、

の
議
論
が
ヤ
マ
場
を
迎
え
て

な
。
我
々
は
最
後
ま
で
闘
う

長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館
で

露
、
英
、
仏
、

い
る
も
と
で
、
全
労
連
・
国

ぞ
。
代
償
機
関
と
し
て
の
責

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
）
は
核
軍

民
春
闘
共
闘
委
員
会
・
公
務

務
と
責
任
を
果
た
せ
。
」
と

総
会
に
先
立
っ
て
、
長

縮
、
「
非
核
兵

労
組
連
絡
会
は
、
全
国
一
律

参
加
者
が
怒
り
を
込
め
て
力

崎
大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究

器
国
」
は
核

最
低
賃
金
千
円
以
上
の
引
き

強
く
訴
え
ま
し
た
。そ
の
後
、

セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｎ
Ａ
）

不
拡
散
、
原

上
げ
、
公
務
員
の
恒
久
的
賃

今
年
最
高
気
温
を
記
録
し
た

の
中
村
桂
子
准
教
授
が

子
力
の
平
和

下
げ
を
ね
ら
う
「
給
与
制
度

猛
暑
の
中
、
昼
か
ら
の
日
比

「
二
〇
一
五
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

利
用
を
三
本

の
総
合
的
見
直
し
」
反
対
な

谷
野
外
音
楽
堂
で
の
中
央
総

検
討
会
議
第
三
回
準
備
委

の
柱
と
し
て

ど
を
掲
げ
て
、
全
国
か
ら
参

決
起
集
会
で
は
、
全
労
連
の

員
会
か
ら
見
え
て
き
た
も

と
り
く
ま
れ

加
し
た
２
千
人
が
中
央
行
動

大
黒
議
長
が
最
低
賃
金
の
大

の
、
市
民
の
役
割
」
と
題

て
い
ま
す
。

を
展
開
し
ま
し
た
。
長
崎
高

幅
引
き
上
げ
こ
そ
景
気
回
復

し
て
記
念
講
演
を
行
い
ま

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

教
組
か
ら
は
、
松
尾
さ
ん(

国

の
確
か
な
道
筋
と
強
調
し

人
事
院
の
担
当
者
に
署
名

し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡

討
会
議
は
五
年
に
一
度
開
か

を
世
界
に
発
信
し
て
い
く

見
分
会)

、
烏
山
さ
ん(

鳴
滝

「
総
合
的
見
直
し
」
に
つ
い

を
手
渡
す
寺
田
書
記
次
長

散
条
約
）
に
は
、
世
界
の

れ
、
次
の
開
催
は
来
年
二
〇

こ
と
。
「
被
爆
国
の
原
点

夜
間
分
会)

、
樽
さ
ん(

鹿
工

て
地
方
切
捨
て
で
あ
り
、
賃

一
五
年
で
す
。
そ
の
間
に
三

に
帰
ろ
う
」
と
い
う
こ
と

分
会)

と
本
部
の
寺
田
書
記

金
制
度
の
改
善
が
必
要
だ
と

し
て
教
科
指
導
で
若
い
先
生

旅
行
、
高
知
県
檮
原
へ
の
旅

回
の
準
備
委
員
会
が
開
か

で
講
演
は
締
め
く
く
ら
れ

次
長
の
合
計
４
人
が
参
加
し

訴
え
ま
し
た
。

方
を
誘
う
こ
と
が
提
案
さ

の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し

れ
、
今
年
四
月
～
五
月
に
か

ま
し
た
。

ま
し
た
。

引
き
続
き
人
事
院
前
要
求

れ
、
声
を
か
け
る
こ
と
が
確

た
。
高
知
の
鰹
の
た
た
き
を

け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連

講
演
後
、
各
組
織
の
代

行
動
に
移
り
、
長

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特

楽
し
み
、
エ
コ
の
町
檮
原
の

本
部
で
第
三
回
準
備
委
員
会

表
者
に
よ
る
総
会
が
開
か

崎
高
教
組
の
寺
田

８
月
２
日
、
諫
早
市
の
高

だ
と
の
言
葉
に
、
参
加
者
全

別
支
援
学
校
の
先
生
方
へ
の

先
進
的
な
と
り
く
み
を
楽
し

が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
議
の

れ
ま
し
た
。総
会
の
中
で
、

書
記
次
長
を
含
む

城
会
館
で
、
女
性
部
の
総
会

員
深
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し

組
合
加
入
の
声
か
け
を
、
本

く
学
ん
だ
報
告
で
し
た
。
そ

特
徴
的
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
多

「
非
核
日
本
宣
言
」
を
求

他
労
組
代
表
５
人

と
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
時
に
、
女
性
教
職
員

部
と
と
も
に
工
夫
す
る
こ
と

の
後
、
懇
話
会
と
銘
打
っ
て
、
く
の
国
（
五
二
ヶ
国
）
が
『
核

め
る
議
会
決
議
が
県
内
八

で
「
給
与
制
度
の

た
。
総
会
に
は
、

分
会
か

が
本
音
を
語
り
あ
い
、
一
人

が
確
認
さ
れ
、
ま
ず
は
８
月

本
音
の
女
子
会
が
行
わ
れ
ま

兵
器
使
用
の
非
人
道
性
』
に

市
、
六
町
で
採
択
さ
れ
て

13

総
合
的
見
直
し
反

ら

人
の
参
加
が
あ
り
、

で
抱
え
込
む
こ
と
が
な
い
よ

日
の
障
教
部
の
総
会
、
学

し
た
。
内
容
は
オ
フ
レ
コ
で

言
及
し
た
が
、
核
兵
器
禁
止

い
ま
す
が
、
ま
だ
採
択
さ

14

13

24

対
」
署
名
一
六
万

年
度
の
決
算
と
経
過
報
告
、

う
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

習
会
の
紹
介
を
す
る
こ
と
が

す
が
、
未
来
へ
の
展
望
が
開

条
約
あ
る
い
は
何
ら
か
の
法

れ
て
い
な
い
県
、
佐
世
保

八
七
四
四
筆
を
人

年
度
の
運
動
方
針
と
予
算

強
調
し
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

け
る
発
言
が
随
所
に
あ
り
ま

的
枠
組
み
の
必
要
性
を
言
及

市
、
平
戸
市
、
松
浦
市
、

14

事
院
担
当
官
へ
賃

お
よ
び
役
員
体
制
に
つ
い
て

運
動
方
針
の
討
議
の
中
で

今
年
度
は
、
県
教
委
交
渉

し
た
。

し
た
国
は
そ
の
三
分
の
一
程

西
海
市
、
雲
仙
市
、
時
津

下
げ
勧
告
を
出
さ

討
議
し
ま
し
た
。

は
、
多
忙
化
が
深
刻
で
ゆ
っ

の
年
度
で
、
「
女
性
教
職
員

度
だ
っ
た
。
し
か
し
、
世
界

町
の
議
会
で
採
択
さ
れ
る

な
い
よ
う
に
強
く

最
初
に

年
度
の
役
員
が

く
り
話
し
を
す
る
時
間
が
な

の
労
働
条
件
改
善
と
、
母
性

の
百
四
十
ヶ
国
以
上
の
国
が

よ
う
運
動
を
続
け
る
こ

14

要
求
し
て
手
渡
し

選
出
さ
れ
、
新
女
性
部
長
の

い
こ
と
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

保
護
、
男
女
平
等
に
関
す
る

核
兵
器
禁
止
条
約
を
求
め
て

と
、
再
稼
働
が
重
要
な
局

ま
し
た
。

時
か

諫
早
商
業
分
会
の
馬
場
さ
ん

集
計
結
果
に
も
い
く
つ
も
出

要
求
書
」
が
提
案
さ
れ
承
認

お
り
、
世
界
の
流
れ
は
核
兵

面
に
入
っ
て
い
る
川
内
原

15

ら
は
「
最
低
賃
金

は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
人

て
い
た
パ
ワ
ハ
ラ
事
例
な
ど

さ
れ
ま
し
た
。
女
性
教
職
員

器
禁
止
に
向
か
っ
て
い
る
。
」

発
に
つ
い
て
、
「
稼
働
差

改
善
！
憲
法
改
悪

生
皿
回
し
論
」
を
披
露
し
ま

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

の
職
場
で
の
働
き
方
や
さ
ま

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

し
止
め
一
万
人
訴
訟
」
の

反
対
！
暮
ら
し
と

し
た
。
女
性
教
職
員
の
回
す

女
性
教
職
員
が
安
心
し
て
、

ざ
ま
な
工
夫
、
そ
し
て
問
題

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
政

原
告
団
を
早
期
に
一
万
人

い

の

ち

を

守

皿
の
数
や
大
き
さ
と
男
性
教

長
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
職

点
に
つ
い
て
現
場
か
ら
発
言

府
は
、
第
一
回
、
第
二
回
の

（
現
在
七
千
八
十
人
・
県

れ
！
」
銀
座
デ
モ

職
員
が
回
す
皿
の
数
と
大
き

場
を
確
立
す
る
た
め
に
、
ど

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
よ
り

準
備
委
員
会
で
の
共
同
声
明

内
四
百
九
十
一
人
）
が
実

を
行
い
、
私
た
ち

さ
を
比
較
し
な
が
ら
、
全
て

う
し
て
も
組
織
拡
大
が
必
要

多
く
の
女
性
教
職
員
が
交
渉

に
署
名
せ
ず
、
唯
一
の
被
爆

現
で
き
る
よ
う
に
進
め
る

の
要
求
を
道
行
く

の
皿
を
同
じ
よ
う
に
回
す
の

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

に
参
加
し
よ
う
と
確
認
し
ま

国
が
世
界
の
足
を
引
っ
張
る

こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま

人
々
に
ア
ピ
ー
ル

で
な
く
、
時
に
は
勢
い
よ
く

し
た
。
教
科
別
分
科
会
を
中

し
た
。

状
況
に
あ
り
ま
す
。
市
民
に

し
た
。

し
、
中
央
行
動
を

あ
る
い
は
、
た
だ
倒
れ
な
い

心
と
す
る
秋
の
県
教
研
で
、

豆
腐
料
理
店
で
の
昼
食
会

与
え
ら
れ
た
役
割
は
、
「
日

終
え
ま
し
た
。

程
度
に
と
か
、
状
況
に
応
じ

昨
年
同
様
“
ラ
ン
チ

女
子

の
後
、
３
月

日
、
４
月
１

本
は
国
（
政
府
）
と
国
民
の

de

31

て
の
力
の
入
れ
加
減
が
必
要

会
”
を
開
催
す
る
こ
と
、
そ

日
に
実
施
し
た
女
性
部
研
修

考
え
は
違
う
」
と
い
う
こ
と

公
務
員
の
給
与
制
度
の
「総
合
的
見
直
し
」反
対
！

７
・

中
央
行
動
に
全
国
か
ら
２
千
人
が
集
結

25

華
や
か
に

賑
や
か
に

女
性
部
総
会
・
懇
話
会

今までとちょっと違う児童・生徒へ適確に対応するには

県教研障害児教育分科会へのご招待

８月24日(日）、障教部定期総会が大村市の男女共同参

画センターで開催され、総会後の14時からは、県教研

障害児教育分科会として学習会が開催されます。

今年の学習会は、山口県周南市の障害児学校の先生

である前﨑勝則先生をお招きします。子どもたちの本

質に迫るユニークな授業で全国的に有名な先生です。

今回は前﨑先生が作詞作曲した歌を使っての児童への

迫り方と同時に、ちょっとだけ違う児童・生徒への具

体的な対応の仕方、心構えの持ち方を多くの事例とと

もに紹介していただくことになっています。

障害児学校・学級だけでなく、普通高校にも、発達

に凸凹がある生徒達がいます。生徒も保護者も、そし

て教職員も少しのズレにうまく対応できなくて、どち

らにも居心地の悪い学校になっていないでしょうか。

それにピタリとくる答えが見つかると思います。

｢

被
爆
国
の
原
点
に
帰
ろ
う
」

｢

非
核
の
政
府
を
求
め
る
長
崎
県
民
の
会｣

総
会
・
記
念
講
演

中
村
准
教
授
の
記
念
講
演
の
様
子
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